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11015 日本古代中世史概説A

古墳時代から平安時代に至るまでの、国家・社会・文化に関する古代史の
基礎知識を身につける。 1,2 ◎ ○

11016 日本古代中世史概説B
顕密仏教の特質を理解し、それが中世後期において変化してゆく実態に迫
る。 1,2 ◎ ○

11017 日本近世近代史概説A

・日本近世社会に関する基礎知識を学ぶ。
・近世研究の理論を学ぶ。
・歴史認識を鍛える。 1,2 ◎ ○

11018 日本近世近代史概説B
金沢の近現代史に関する理解を深める。

1,2 ◎ ○

41501 日本古代史特殊講義

古代国家の支配体制について、唐王朝との比較検討を行いつつ、その全
体像と特色を理解する。 2,3 ◎

41547 奈良平安時代史特殊講義

古代社会の実態、および文化・宗教の諸相について、東アジアの各地域と
比較しつつ、その特質を理解する。 2,3 ◎

41503 日本中世地域史特殊講義
守護大名大内氏に関し、幕府や朝鮮・明との関係を理解する。

2,3 ◎

41504 日本中世寺院史特殊講義
中世における宗教と社会の関係及び聖地の役割を理解する。

2,3 ◎

41539 日本近世政治史特殊講義

日本近世国家について多様な視角から理解を深め,近世史研究の到達点と
課題を理解する。 2,3 ◎

41540 日本近世社会史特殊講義

日本近世社会について多様な視角から理解を深め,近世史研究の到達点と
課題を理解する。 2,3 ◎

41507 日本近代都市史特殊講義

・日本の近代都市史に関する理解を深めること。
・史料の読解能力を身につけること。 2,3 ◎

41508 日本現代都市史特殊講義

・日本の現代都市史に関する理解を深めること。
・史料の読解能力を身につけること。 2,3 ◎

41509 日本古代中世史特殊講義A
古代・中世の国家と社会について理解する。

2,3 ◎

41510 日本古代中世史特殊講義B
古代・中世の文化について理解する。

2,3 ◎

41511 日本近世近代史特殊講義A
近世・近代の国家と社会について理解する。

2,3 ◎

41512 日本近世近代史特殊講義B
近世・近代の文化について理解する。

2,3 ◎

41513 日本古代政治史演習A
古代の政治史に関する史料（六国史中心）を解読する。

2,3 ◎ ◎

41514 日本古代政治史演習B
古代の政治史に関する史料（古記録中心）を解読する。

2,3 ◎ ◎

41548 日本古代史料演習Ａ
奈良時代史の基本史料である『続日本紀』を解読する。

2,3 ◎ ◎

41549 日本古代史料演習Ｂ
奈良時代史の基本史料である『続日本紀』を解読する。

2,3 ◎ ◎

41550 奈良平安時代史演習Ａ
貴族社会に関する史料（古記録など）を解読する。

2,3 ◎ ◎

41551 奈良平安時代史演習Ｂ
貴族社会に関する史料（古記録など）を解読する。

2,3 ◎ ◎

41519 日本中世地域史演習A
中世的共同体と寺社の関係を示す史料を解読する。

2,3 ◎ ◎

41520 日本中世地域史演習B
中世村落と寺社の関係を示す史料を解読する。

2,3 ◎ ◎

41521 日本中世寺院史演習A
中世前期の社会と寺社の関係史料を解読する。

2,3 ◎ ◎

41522 日本中世寺院史演習B
中世後期の社会と寺社の関係史料を解読する。

2,3 ◎ ◎

学類・コースのCP(カリキュラム編成方針）
コースの学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、
○=学習成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学習成果を上げるた
めに履修することが求められる科目）

学域名

学類名

コース名（専門分野名）

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針） コースのディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

人文学類では，人間の行動・思考・創造，思想・歴史・文化・言語について考究する人文諸学の成果を学び，専門とする学問（コー
ス・専門分野）の専門知識を有し，さらには人文諸学の総合的・学際的視野を持った人材を養成する。学士（文学）の学位を授与さ
れる学生は，以上の人材養成目標に到達し，かつ以下のような学類の学習成果を上げた者とする。
１．テキストを正確に読解することができる。
２．文化や社会，人間行動に関して，課題を発見することができる。
３．課題を探究するために，情報収集・調査や，情報の分類・分析を行うことができる。
４．知識を人びとと共有するために，自らの議論を説得的かつ論理的に口頭あるいは文章で表現できる。
５．他者理解に対する高い関心とコミュニケーション能力を持つ。
６．複数の議論を整理し，それらを総合する思考力を持つ。

歴史文化学コースでは，人間の歴史・文化・思想・言語，思考・行動・創造について考究する
人文諸学の成果を学び，専門とする歴史文化学コースの各専門分野の専門知識を有し，さら
には人文諸学の総合的・学際的視野を持った人材を養成する。学士（文学）の学位を授与さ
れる学生は，以上の人材養成目標に到達し，かつ学類のディプロマ・ポリシーに掲げた学習
成果を上げるために，以下のような歴史文化学コースの学習成果を上げた者とする。

【学類のCP】
人文諸学の学問体系の骨格を理解できるよう，カリキュラムのシステムを構築している。入学初年次は基礎的な科目を学び，学年
進行に従って応用的・発展的な科目を学ぶ。特に３，４年次生は進路に即した科目を学ぶ。
【コースのCP】
１年次には，歴史学・考古学分野全般を概観する概論的な科目を学ぶと共に隣接諸科学の知見を広める。２年次には，歴史学・考
古学研究の各専門分野の基本的思考法や研究手法を学ぶ講義科目や文献講読を中心とした科目を履修し，最新の研究状況の
把握に努める。３年次には，研究対象に対して広範かつ高度な分析を行う手法を学び，さらに，自分の関心に基づいて独自の研究
を行う準備を整えるための各専門分野の科目を履修する。４年次には，自分の研究を「卒業論文」にまとめるのが最終的な課題で
ある。これに加え，各年次でそれぞれの専門分野に必要とするスキルを習得するために用意された講義や演習を履修する。

専門分野のカリキュラム

歴史的事象と
の対話を繰り
返すことで、深
い洞察力と幅
広いパースペ
クティヴを養う
ことができる。

多くの文献に
あたり、多様
な学説を相互
に検証しつつ
考察を重ねる
ことで、独自の
論考にまとめ
ることができ
る。

時間、空間の
異なる世界を
考察の対象と
し、多様な価
値観や思考法
に接すること
で、それらに
共感し、理解
する能力を高
めることがで
きる。

過去の人類の
営みをたどる
ことで、現代社
会が直面する
多くの問題の
本質を理解
し、将来を展
望する能力を
高めることが
できる。

設定した課題
に対して、多
様な手段を駆
使して情報を
収集し、必要
な知見を精
査、抽出でき
る。

史料を正確に
読解し、論点
を整理、要約
して、口頭や
文書などで報
告することが
できる。
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41523 室町戦国時代史演習A
守護大名大内氏及びその領国内村落の史料を解読する。

2,3 ◎ ◎

41524 室町戦国時代史演習B
戦国期惣村の史料を解読する。

2,3 ◎ ◎

41541 日本近世前期史演習A

近世史の重要論文と近世前期の史料を講読することで、日本近世史の現
状と課題を把握する。 2,3 ◎ ◎

41542 日本近世前期史演習B

近世前期史の重要論文の講読を通じて、日本近世史の現状と課題を理解
するとともに、実際に近世文書を調査（目録作成・撮影・解読）を行い、調
査・研究能力を高める。 2,3 ◎ ◎

41543 日本近世中期史演習A

近世史の重要論文と近世中期の史料を講読することで、日本近世史の現
状と課題を把握する。 2,3 ◎ ◎

41544 日本近世中期史演習B

近世中期史の重要論文の講読を通じて、日本近世史の現状と課題を理解
するとともに、実際に近世文書を調査（目録作成・撮影・解読）を行い、調
査・研究能力を高める。 2,3 ◎ ◎

41545 日本近世後期史演習A

近世史の重要論文と近世後期の史料を講読することで、日本近世史の現
状と課題を把握する。 2,3 ◎ ◎

41546 日本近世後期史演習B

近世後期史の重要論文の講読を通じて、日本近世史の現状と課題を理解
するとともに、実際に近世文書を調査（目録作成・撮影・解読）を行い、調
査・研究能力を高める。 2,3 ◎ ◎

41531 日本近代史演習A

近代日本の政治・社会に関する諸問題について、重要史料を講読すること
を通じて理解を深める。 2,3 ◎ ◎

41532 日本近代史演習B

近代日本の政治・社会に関する諸問題について、重要史料を講読すること
を通じて理解を深める。聞き取り調査に取り組むこともある。 2,3 ◎ ◎

41533 日本現代史演習A

現代日本の政治・社会に関する諸問題について、重要史料を講読すること
を通じて理解を深める。聞き取り調査に取り組むこともある。 2,3 ◎ ◎

41534 日本現代史演習B

現代日本の政治・社会に関する諸問題について、重要史料を講読すること
を通じて理解を深める。聞き取り調査に取り組むこともある。 2,3 ◎ ◎

41535 日本近現代史演習A

近現代日本の政治・社会に関する諸問題について、重要史料を講読するこ
とを通じて理解を深める。 2,3 ◎ ◎

41536 日本近現代史演習B

近現代日本の政治・社会に関する諸問題について、重要史料を講読するこ
とを通じて理解を深める。聞き取り調査に取り組むこともある。 2,3 ◎ ◎

41537 日本史学実習A
古代・中世史の研究を進める上で不可欠な基礎的知識を体得する 。

2 * ◎

41538 日本史学実習B
近世・近代史の研究を進める上で不可欠な基礎的知識を体得する。

2 * ◎

31001 卒業論文演習A

・研究計画、研究の遂行、成果の取りまとめという一連の過程を実践的に
学ぶ。
・専門分野における研究課題の設定、先行研究の調査・読解の適切な方法
を身につける。
・学術論文の形式を理解する。

4 * ◎ ◎ ◎ ◎

31002 卒業論文演習B

・研究計画、研究の遂行、成果の取りまとめという一連の過程を実践的に
学ぶ。
・専門分野において適切な研究計画を遂行するための技法、考え方を身に
つける。
・得られた情報を総合的に考察し、研究成果を的確に報告できるようにな
る。

4 * ◎ ◎ ◎ ◎
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れる学生は，以上の人材養成目標に到達し，かつ学類のディプロマ・ポリシーに掲げた学習
成果を上げるために，以下のような歴史文化学コースの学習成果を上げた者とする。

【学類のCP】
人文諸学の学問体系の骨格を理解できるよう，カリキュラムのシステムを構築している。入学初年次は基礎的な科目を学び，学年
進行に従って応用的・発展的な科目を学ぶ。特に３，４年次生は進路に即した科目を学ぶ。
【コースのCP】
１年次には，歴史学・考古学分野全般を概観する概論的な科目を学ぶと共に隣接諸科学の知見を広める。２年次には，歴史学・考
古学研究の各専門分野の基本的思考法や研究手法を学ぶ講義科目や文献講読を中心とした科目を履修し，最新の研究状況の
把握に努める。３年次には，研究対象に対して広範かつ高度な分析を行う手法を学び，さらに，自分の関心に基づいて独自の研究
を行う準備を整えるための各専門分野の科目を履修する。４年次には，自分の研究を「卒業論文」にまとめるのが最終的な課題で
ある。これに加え，各年次でそれぞれの専門分野に必要とするスキルを習得するために用意された講義や演習を履修する。

専門分野のカリキュラム

歴史的事象と
の対話を繰り
返すことで、深
い洞察力と幅
広いパースペ
クティヴを養う
ことができる。

多くの文献に
あたり、多様
な学説を相互
に検証しつつ
考察を重ねる
ことで、独自の
論考にまとめ
ることができ
る。

時間、空間の
異なる世界を
考察の対象と
し、多様な価
値観や思考法
に接すること
で、それらに
共感し、理解
する能力を高
めることがで
きる。

過去の人類の
営みをたどる
ことで、現代社
会が直面する
多くの問題の
本質を理解
し、将来を展
望する能力を
高めることが
できる。

設定した課題
に対して、多
様な手段を駆
使して情報を
収集し、必要
な知見を精
査、抽出でき
る。

史料を正確に
読解し、論点
を整理、要約
して、口頭や
文書などで報
告することが
できる。

31003 卒業論文

・学術論文の習作と位置づけられる論文を執筆することで、自らの研究成
果を公表する技法を学ぶ。
・人文学的学問において要求される論理性や科学性の質、水準を理解し、
それを充たすために必要な論述の条件について知る。

4 * ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

11001 人文学序説1

・人文諸学の専門分野で学ぶ内容の概要を把握する。
・人文学類における学問の全体をイメージできるようになる。 1 * ◎ ◎

11002 人文学序説2A

・人文学類における学問の方法を学ぶ。
・ラボラトリ（実験）、テキスト（文献読解）、サーベイ（調査と分析）、フィール
ド（野外実習・調査）という方法の基礎的な知識を理解する。 1 * ○ ○

11003 人文学序説2B

・人文学類における学問の方法を学ぶ。
・人文学の基礎的素養としての歴史学について、歴史資料の捉え方、研究
の課題、研究方法の基礎的な知識を理解する。 1 * ◎ ◎

11004 人文学序説2C

・人文学類における学問の方法を学ぶ。
・人文学の基礎的素養としての言語学・文学について、基本的な視座や研
究方法についての基礎的な知識を理解する。 1 * ○ ○

11005 学類共通英語1

・人文学の諸学問を学んでいくための基礎的な英語力を身につける。
・英語で書かれた文献を読解し、専門分野における研究成果や考え方を英
語で理解する力を身につける。 2 * ◎

11006 学類共通英語2

・人文学の諸学問を学んでいくための基礎的な英語力を身につける。
・「学類共通英語1」より高いレベルで、英語で書かれた文献を読解し、専門
分野における研究成果や考え方を英語で理解する力を身につける。 3 * ◎

3/3


